
                                

 

 

この検査は、採取した検体内に単純ヘルペスウイルスの DNA が存在するかどうかを、PCR 法を用いて高い精度で判定する、

というものです。 

つまり、陰部であろうと、口唇であろうと、病変らしき部位があれば、そこに単純ヘルペスウイルスがいるかどうかのチェック

ができます。 

（ただし、1 型・2 型の区別はできません。） 
  

 

 

 

 

※こちらの検査キットには使用期限があります。（個別に表示してあります。） 

液漏れ防止のためお客様のもとには、上の写真の容器とは違うものでお送りしていますので、ご了承ください。 

 

【検体の採取方法】 
1. 滅菌綿棒【メンティップ】とプラスチックのスピッツを用意します。 

 

2.  滅菌綿棒【メンティップ】の袋の「CUT」と書いてある方から開けて綿棒を取り出します。 

（このときに綿棒の先の部分及び先端に近い棒の部分に何も触れないように注意してください。） 

 

3. 患部に綿棒の先端部分をこすり付けます。 

 

4. 液の入ったスピッツの蓋を開け、検体採取をした綿棒を液に浸します。（図 2） 

  このときに綿棒の先端（検体を採取した方）が下になるようにしてください。 

 

5 綿棒の柄をスピッツの淵で折ります。（図 3） 

 ※液が撥ねないように注意してください。 

 

6. 液の入ったスピッツの蓋をしっかり閉めます。（図 4） 

 

7. 同封のラベルにお名前・注文番号・採取日を記入して、容器にお貼りください。 

 
（図 2）      （図 3）     （図 4） 
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医療法人社団理仁会 予防医学研究所 

土曜午後・日曜・祝日 休業 

 
※夏期・年末年始に臨時の休業日がありますので、 

ツインタワーすみとしクリニックＨＰ http://36350010.com/schedule より営業日をご確認の上、 

ご返送ください。 

*クリニック休診日には検体の受取りができませんので、ご返送の際にはお気をつけください。 
                                                 

性器ヘルペス検査における検体採取について 

 
※ラベルにお名前・

注文番号・採取日を

記入して、検体に貼

ってください。 

綿 棒 は 中 に 入

れ た ま ま に し

てください。 

注意！！ 

綿棒の柄の部分は折れや

すくなっております。 

検体採取の際にはご注意

ください。 

【検体のご返送について】 

 

検体が採取できましたら、検体をチャック式ビニール袋に戻し、同封の返信用封筒に検体と返送伝票をお入れになって、

速やかに最寄の郵便ポストに投函してください。 

 

【検査結果について】 

検査結果は kensa.biz ホームページで確認できます。検査キットの購入・結果の閲覧には、会員登録が必要となります。

ＨＰ上のショッピングガイド、または、ログインページをご参照下さい。会員様ログインより会員認証を行い、ご自分の

検査結果をマイページにてご確認下さい。 

 

※どこから採取した

ものかをラベルの空

いているスペースに

ご記入ください。 


